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12
月
９
日
か
ら
11

日
ま
で
の
3
日
間
、

12
月
定
例
会
が
開
催

さ
れ
、
9
月
定
例
会

で
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
平
成
25
年

度
各
会
計
決
算
の
委

員
長
報
告
と
認
定
決

議
を
は
じ
め
、
平
成

26
年
度
補
正
予
算
8

件
、
条
例
の
一
部
改
正

7
件
、
そ
の
他
の
議

案
2
件
、
承
認
1
件
、

同
意
2
件
、
請
願
1

件
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問

で
は
8
人
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

◦
平
成
25
年
度
南
伊
勢
町
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

賛
成
多
数

反
対
議
員

岡
田　

和
夫

手
塚　

征
男

◦
平
成
25
年
度
南
伊
勢
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

全
員
賛
成

◦
平
成
25
年
度
南
伊
勢
町
介

護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

全
員
賛
成

◦
平
成
25
年
度
南
伊
勢
町
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

全
員
賛
成

◦
平
成
25
年
度
南
伊
勢
町
戸

別
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

全
員
賛
成

◦
平
成
25
年
度
南
伊
勢
町
下

水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算

全
員
賛
成

◦
平
成
25
年
度
南
伊
勢
町
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

全
員
賛
成

◦
平
成
25
年
度
南
伊
勢
町
病

院
事
業
会
計
決
算全

員
賛
成

◦
平
成
25
年
度
南
伊
勢
町
上

水
道
事
業
会
計
決
算

全
員
賛
成

認　
　

定

議　
　

案

請　
　

願

同　
　

意

承　
　

認

◦
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容

認
し
た
閣
議
決
定
の
取
り

下
げ
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願
書

（
委
員
長
報
告
は
不
採
択
）

賛
成
多
数

反
対
議
員

倉
田　
　

育

沢
村　

圭
也

中
山　
　

盛

岡
田　

和
夫

手
塚　

征
男

◦
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て
（
２
件
）

加
藤　

豊
也

片
山　

嘉
人

全
員
賛
成

◦
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
（
平
成
26
年
度
南
伊
勢

町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
））

全
員
賛
成

平
成
26
年

第
４
回
定
例
会

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
戸

別
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）全

員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）　　

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
上

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
病

院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
一
般
職
の
任
期

付
職
員
の
採
用
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
議
会
の
議
員
の

議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例全

員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
長
及
び
副
町
長

の
給
料
及
び
旅
費
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
教
育
委
員
会
教

育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時

間
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
消
防
団
員
等
公

務
災
害
補
償
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例全

員
賛
成

◦
町
道
路
線
の
認
定全

員
賛
成

◦
志
摩
広
域
行
政
組
合
の
共

同
処
理
す
る
事
務
の
変
更

及
び
志
摩
広
域
行
政
組
合

規
約
の
変
更

全
員
賛
成
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水
産
農
林
課
長

押
渕
区
内
の
排
水
路
整
備

工
事
で
あ
り
、
公
民
館
か
ら

押
渕
川
ま
で
の
未
整
備
箇
所

を
整
備
し
て
い
く
。

補
正
予
算
　
主
な
質
疑

　
　

議
員　

水
産
業
振
興
費

の
「
集
約
市
場
機
能
強
化
事

業
補
助
金
」
は
、
市
場
の
統

廃
合
に
関
係
す
る
の
か
。

漁
業
者
の
所
得
向
上
を
め
ざ
す

整
備
の
促
進
を

　
　

水
産
農
林
課
長

こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
漁

業
者
の
所
得
向
上
、
集
約
市

場
の
作
業
効
率
化
を
目
指
す

も
の
で
、
市
場
の
統
廃
合
に

絡
む
も
の
で
は
な
い
。

　
　

議
員　

農
業
生
産
基
盤

事
業
費
の「
工
事
請
負
費
」の

詳
し
い
説
明
を
。

　
　

議
員　

病
院
会
計
予
算

に
お
い
て
、
年
間
患
者
数
・

一
日
平
均
患
者
数
を
補
正
し

た
根
拠
は
。

　
　

町
立
病
院
事
務
長

今
年
度
上
半
期
（
４
～
９

月
）
の
実
績
を
基
に
、
年
間

患
者
数
を
補
正
し
た
。

問

答

問

答

答

大漁祈願

健康第一 早めの受診を

よりよい環境に

実
績
に
基
づ
き

問
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議
会
活
動
報
告

三
重
外
湾
漁
協

Ｊ
Ａ
伊
勢

漁
業
に
従
事
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
課
題	

畑
専
務

当
町
出
身
者
を
積
極
的
に
採
用
し
た
い	

加
藤
組
合
長

議
員　

漁
業
の
現
況
は
。

漁
協　

赤
字
を
解
消
し
た
後

の
漁
協
の
方
向
性
を
ど
う
す

る
の
か
。
経
営
を
維
持
で
き

れ
ば
い
い
の
か
。
そ
う
で
は

な
く
、「
漁
業
者
が
漁
業
に

従
事
で
き
る
環
境
づ
く
り
」

こ
そ
が
最
大
の
課
題
と
捉
え

て
い
る
。
テ
ー
マ
に
も
あ
る

が
、
環
境
づ
く
り
や
施
設
整

備
を
し
て
、
給
与
制
を
導
入

し
た
若
者
の
雇
用
も
一
つ
の

考
え
で
も
あ
る
。
ま
た
、
今

回
の
『
南
伊
勢
町
魚
消
費
拡

大
応
援
条
例
』
の
制
定
は
あ

り
が
た
く
思
う
。

議
員　

後
継
者
不
足
の
課
題

は
。

漁
協　

巻
き
網
、
海
苔
養
殖

で
は
少
し
若
者
が
戻
っ
て
き

て
い
る
が
、
刺
し
網
、
一
本

釣
り
の
高
齢
化
が
進
み
魚
価

安
、
燃
油
高
騰
で
経
営
が
厳

し
く
期
待
で
き
な
い
。
ま
た
、

国
、
県
の
補
助
も
単
発
で
先

へ
は
つ
な
が
ら
な
い
の
が
現

状
。

議
員　

町
を
あ
げ
て
県
下
一

の
水
揚
げ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

漁
協　

こ
れ
だ
け
の
水
揚
げ

が
あ
っ
て
も
県
内
で
の
Ｐ
Ｒ

不
足
を
痛
感
し
て
い
る
。
行

政
と
協
力
し
て
や
っ
て
い
き

た
い
。

議
員　

農
業
の
現
状
と
課
題

は
。

農
協　

伊
勢
農
協
の
所
管
は

２
市
５
町
。
そ
れ
ぞ
れ
農
業

形
態
が
違
い
、
大
型
農
業
も

で
き
ず
、
生
計
は
立
て
づ
ら

い
。
当
組
合
は
子
会
社
も
含

め
従
業
員
は
７
０
０
人
。
当

町
出
身
者
は
65
人
。
90
人
は

欲
し
い
が
応
募
が
少
な
く
不

足
し
て
い
る
。
町
内
に
３
支

店
が
あ
る
が
人
口
動
態
を
見

て
、
合
併
な
ど
の
簡
素
化
が

必
至
。
ま
た
、
事
業
と
し
て

も
米
作
り
は
消
費
が
減
り
価

格
も
下
落
し
、
状
況
は
深
刻

で
あ
る
。

開
催
日　

平
成
26
年
８
月
４
日

場
　
所　

外
湾
漁
協
本
所

出
席
者　

畑
専
務
・
畑
常
務

谷
口
常
務
・
田
岡
参
事

植
村
参
事

開
催
日　

平
成
26
年
８
月
６
日

場
　
所　

南
勢
庁
舎

出
席
者　

加
藤
組
合
長

橋
川
理
事
・
島
田
理
事

山
川
理
事
・
世
古
理
事

事
務
局
６
名

議
員　

耕
作
放
棄
地
を
利
用

し
た
大
規
模
化
は
。

農
協　

規
模
拡
大
を
考
え
海

外
研
修
も
実
施
し
て
い
る

が
、
当
町
で
は
難
し
い
。
地

域
に
あ
っ
た
形
態
を
守
っ
て

い
き
た
い
。
国
策
も
農
地
す

べ
て
で
は
な
く
農
業
振
興
地

域
の
み
対
象
。

議
員　

後
継
者
へ
の
制
度
は
。

農
協　
『
あ
ぐ
り
ん
伊
勢
』で

青
ネ
ギ
の
学
校
を
実
施
。
荒

廃
地
を
整
地
し
給
料
制
で
新

規
就
農
支
援
を
実
践
。
今
年

度
は
２
人
が
卒
業
し
た
。

加速する少子高齢化社会に直面している当町は、５年後、10年後を見据え、産業の活性
化を軸に、雇用の創出、若者定住促進、そして教育・福祉・医療の環境整備を図ることが
急務です。

皆さんから直接お話を聞くことで、私たち議会が行政へのかけ橋となり、より良いまち
づくりにつながればと考えています。

開かれた議会を目指し！

【テーマ】雇用問題・若者定住　◎要点抜粋

町内各種団体の皆さんと

意見交換会を実施しました！ ※継続中
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議
会
活
動
報
告

後
継
者
問
題
が
最
大
の
課
題	

松
岡
会
長

観
光
協
会

商
工
会

社
会
福
祉
団
体

社
会
福
祉
協
議
会

か
も
め
作
業
所
　

か
え
で
作
業
所
　

真
砂
寮
　
　
　
　

区
長
会

議
員　

協
会
の
現
状
と
課
題

は
。

協
会　

伊
勢
神
宮
の
式
年
遷

宮
に
伴
い
町
内
へ
の
入
り
込

み
客
は
前
年
比
３
割
増
。し
か

し
、ほ
と
ん
ど
は
日
帰
り
で
宿

泊
客
は
減
少
傾
向
。
核
と
な

る
観
光
の
目
玉
も
な
く
、い
ろ

ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

試
行
錯
誤
し
て
い
る
が
、成
果

に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。当

町
の
知
名
度
を
上
げ
る
た
め

に
も
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
要
望
し
た
い
。
協
会
と
し

て
は
、
平
成
18
年
に
合
併
し

た
が
、課
題
も
残
っ
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
き
ら
り
ふ
れ
あ

い
の
会
と
一
本
化
を
図
っ
た
。

会
員
の
実
情
は
若
者
定
住
、

後
継
者
不
足
が
大
き
な
課
題
。

議
員　

当
町
の
特
色
を
活
か

し
て
は
。

協
会　

自
然
、
特
に
海
は
素

晴
ら
し
い
。
知
恵
を
絞
っ
て

思
い
切
っ
た
企
画
や
、
Ｐ
Ｒ

の
手
法
が
重
要
。
議
会
に
も

協
力
し
て
頂
き
た
い
。

議
員　

元
気
な
町
は
民
間
が

主
導
と
な
っ
て
や
っ
て
い
る

が
。

協
会　

夢
ば
か
り
語
っ
て
い

て
も
前
に
は
進
ま
な
い
の
で

行
政
に
要
望
書
を
提
出
し
て

い
る
。
余
力
が
な
い
中
で
行

政
の
関
わ
り
に
期
待
し
た
い
。

議
員　

商
工
会
の
現
況
は
。

商
工
会　

会
員
４
８
８
人
。

25
名
の
理
事
で
組
織
。
理
事

は
会
員
数
に
応
じ
て
地
域
か

ら
平
均
的
に
選
出
。
歳
出
の

大
半
は
人
件
費
。
補
助
金
を

充
て
て
い
る
。
会
費
収
入
は

地
域
振
興
事
業
に
使
用
し
て

い
る
。

議
員　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
す
れ
ば
経
営
は
。

社
協　

赤
字
の
根
源
は
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
あ
る
が
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
。
社
協

本
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え

な
が
ら
、
行
政
と
と
も
に

や
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

維
持
す
る
こ
と
も
重
要
。

議
員　

自
立
支
援
に
は
地
域

と
の
関
わ
り
が
必
要
で
は
。

か
え
で　

地
域
に
根
ざ
し
た

作
業
所
作
り
が
条
件
。
地
域

の
協
力
を
得
て
、
収
益
に
も

つ
な
げ
た
い
。
ま
た
、
外
へ

出
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
が

必
要
と
考
え
る
。

議
員　

区
の
現
況
は
。

区
長
会　

高
齢
化
、
後
継
者

不
足
、
防
災
、
空
き
家
な
ど
、

問
題
が
山
積
み
。
ま
た
、
若

い
世
代
の
行
事
参
加
が
ま
ま

な
ら
ず
、
役
員
の
負
担
が
大

き
い
。
強
い
危
機
感
を
抱
い

て
い
る
。
今
後
の
町
づ
く
り

の
た
め
に
も
こ
の
よ
う
な
会

は
継
続
し
て
欲
し
い
。

開
催
日　

平
成
26
年
８
月
21
日

場
　
所　

南
勢
庁
舎

出
席
者　

松
岡
会
長

役
員
20
名

事
務
局
５
名

議
員　

会
員
の
皆
さ
ん
が
望

ん
で
い
る
こ
と
は
。

商
工
会　

会
員
内
で
も
利
害

関
係
が
あ
っ
て
、
協
力
で
き

て
も
融
和
が
で
き
な
い
部
分

も
あ
る
。
行
政
、
議
会
、
商

工
会
が
一
体
化
で
き
れ
ば
何

か
で
き
る
の
で
は
。

議
員　

今
後
の
必
要
な
体
制

づ
く
り
、
環
境
整
備
は
。

か
も
め　

障
が
い
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
こ
そ
本
当

の
意
味
で
良
い
町
。
そ
の
よ

う
な
社
会
、
町
づ
く
り
を
切

に
願
う
。
ま
ず
は
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
作
り
た
い
。

議
員　

区
の
役
割
は
重
要
と

考
え
る
が
。

区
長
会　

以
前
に
も
増
し
行

政
と
の
関
わ
り
が
広
が
り
大

変
。
今
後
は
議
会
と
の
連
携

も
お
願
い
し
た
い
。

開
催
日　

平
成
26
年
８
月
27
日

場
　
所　

南
島
庁
舎

出
席
者　

田
中
会
長

役
員
17
名

事
務
局
３
名

開
催
日　

平
成
26
年
８
月
28
日

場
　
所　

南
勢
庁
舎

出
席
者　

田
畑
会
長

評
議
員
６
名

開
催
日　

平
成
26
年
12
月
２
日

場
　
所　

南
勢
庁
舎

出
席
者　

社　

協　

山
本
会
長

　
　
　
　

以
下
４
名

か
も
め　

島
田
会
長

　
　
　
　

以
下
1
名

か
え
で　

荘
司
理
事
長

　
　
　
　

以
下
4
名

真
砂
寮　

竹
内
施
設
長



－ 6 －

一
般
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どう守る地域医療
　　「病院完結型」から

「地域完結型」へ　町長

問
病
院
経
営
と
、
今
後

の
住
民
の
支
援
に
つ

い
て
、
医
師
・
看
護
師
が
不

足
し
、
経
営
的
に
も
困
難
に

な
っ
て
い
る
状
況
の
中
で
、

ど
の
よ
う
に
し
て
当
町
の
地

域
医
療
を
守
っ
て
い
く
の
か
。

地域に必要な医療とは何か

水
の
確
保
は

　

応
急
給
水
体
制
の
確
立
を
し
て
い
く　
　

町
長

問
被
災
時
の
水
の
確
保

に
つ
い
て
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
以
外
に
飲
料
水
用
の

貯
水
槽
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

答
町
長　

水
源
地
に
つ

い
て
は
、
直
接
取
水

で
き
る
装
備
や
臨
時
取
水
装

置
を
配
備
し
、
応
急
給
水
で

き
る
よ
う
施
設
改
良
や
機
材

の
整
備
を
行
う
。
ま
た
、
二

次
避
難
所
は
災
害
時
に
も
使

用
で
き
る
よ
う
、
地
下
水
活

用
給
水
設
備
や
災
害
井
戸
、

耐
震
性
貯
水
槽
の
整
備
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
所
に
応
じ

て
、
最
適
な
設
備
を
検
討
し

て
い
く
。

整備が進められている必要備蓄品

そ
の
他
の
質
問

◦
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
老
健
施
設
に
つ

い
て

岡田和夫 議員

答
町
長　

町
内
の
医
療

機
関
や
介
護
施
設
な

ど
と
の
協
力
体
制
の
確
立
と
、

伊
勢
市
や
志
摩
市
の
医
療
機

関
と
の
連
携
体
制
を
強
固
に

し
て
い
き
な
が
ら
、
町
立
病

院
の
「
か
か
り
つ
け
医
」
と

し
て
の
機
能
と
24
時
間
救
急

に
対
応
で
き
る
機
能
を
最
大

限
生
か
し
て
、
地
域
医
療
を

守
っ
て
い
く
。
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般
質
問

河村健志 議員

答
町
長　

災
害
時
に
自

力
で
避
難
す
る
こ
と

が
困
難
な
高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
方
に
対
し
て
、
災
害

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
や
、

避
難
行
動
の
介
助
・
支
援
が

地
域
で
行
わ
れ
る
体
制
を
つ

く
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
。

そ
こ
で
、
町
民
の
同
意
の
も

と
、
住
民
情
報
統
合
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
て
避
難
行
動
要

支
援
者
を
把
握
し
、
名
簿
の

作
成
と
活
用
、
避
難
対
応
策

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

避
難
行
動
支
援
は

避
難
方
法
の
改
善
が
必
要　
　

町
長

答
町
長　

各
地
区
に
は

高
齢
者
や
避
難
行
動

要
支
援
者
に
よ
る
避
難
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
か
と
い
う

こ
と
が
課
題
と
な
る
。
避
難

時
間
に
15
分
以
上
要
し
た
避

難
場
所
に
つ
い
て
は
、
再
検

証
を
行
い
、
避
難
道
整
備
や

新
た
な
場
所
を
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
平
日
、
役
員
や
若

い
世
代
が
不
在
に
な
る
と
い

う
問
題
に
つ
い
て
は
、
地
区

単
位
で
独
自
の
訓
練
を
行
い
、

地
域
全
体
の
防
災
力
を
向
上

さ
せ
て
い
く
。

今
後
の
課
題
は

避
難
方
法
の
改
善
が
必
要　
町
長

災害ダイヤルは「１７１」番

問
今
年
度
は
平
日
の
午

前
中
に
９
月
１
日
の

防
災
訓
練
を
実
施
し
た
が
、

今
回
の
避
難
訓
練
で
見
え
た

問
題
点
と
今
後
の
対
応
は
。

問
地
域
の
特
性
や
実
績

を
踏
ま
え
つ
つ
、
災

害
発
生
時
に
一
人
で
も
多
く

の
避
難
行
動
要
支
援
者
の
生

命
を
守
る
た
め
の
取
組
・
対

策
は
。

地域の防災力を高める
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問
地
域
医
療
の
再
生
に

つ
い
て
、
少
子
化
や

急
激
な
人
口
減
少
が
進
む
中
、

医
師
や
看
護
師
の
不
足
に
拍

車
が
か
か
る
上
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
の
発
生
を
想
定

し
、
病
院
の
高
台
移
転
も
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
が
、
対

策
の
基
本
と
な
る
考
え
は
。

答
町
長　

６
床
を
休
床

と
し
、
一
般
病
床
50

床
体
制
で
運
営
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
も
患
者
動
向
を
見

据
え
た
入
院
対
応
や
24
時
間

救
急
対
応
、
在
宅
医
療
な
ど

最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
る
。

今
後
、
病
院
新
築
移
転
に

向
け
て
、
当
町
の
将
来
の
※
受

療
動
向
や
、
こ
の
地
域
の
医

療
事
情
を
経
営
的
な
側
面
か

ら
分
析
し
た
上
で
、
新
病
院

の
経
営
計
画
を
策
定
し
、
最

適
な
設
備
を
検
討
し
て
い
く
。

※
受
療

　

診
療
を
受
け
る
こ
と
。

問
政
府
は
司
令
塔
と
し

て
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
」
を
設
置

し
、
地
方
創
生
担
当
相
も
新

設
し
て
本
腰
を
入
れ
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
当
町
に
お
け

る
今
後
の
方
策
は
。

この町に必要な地域医療を

今
後
の
対
策
は計

画
を
策
定
す
る　
町
長

笑顔になれる行政サービスを

岡本　眞 議員

答
町
長　

人
口
減
少
が

著
し
い
中
、少
子
化
・

高
齢
化
の
課
題
に
的
確
に
対

応
し
、
安
全
に
、
安
心
し
て

い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
ま
ち
、
活
力

の
あ
る
ま
ち
を
創
っ
て
い
く

た
め
、
絆
プ
ラ
ン
の
目
標
達

成
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と

も
に
、
絆
プ
ラ
ン
基
本
計
画

の
次
期
計
画
の
策
定
作
業
を

進
め
て
い
る
。

当町の方策は
　絆プランの目標達成に

向けて取り組む　町長
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答
町
長　

介
護
人
材
の

不
足
は
、
町
と
し
て

も
深
刻
な
状
況
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
町
内
で
講
習

料
無
料
の
「
介
護
職
員
初
任

者
研
修
」を
実
施
し
て
い
る
。

本
年
は
定
員
25
名
に
対
し
受

講
者
16
名
全
員
が
修
了
し
た
。

今
後
は
研
修
・
補
助
に
つ

い
て
町
民
に
利
用
促
進
を
図

そ
の
他
の
質
問

る
た
め
、
広
報
な
ど
で
周
知

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◦
若
者
が
将
来
に
希
望
を

持
て
る
地
方
の
創
生
に
つ

い
て

◦
町
立
病
院
の
新
設
移
転
に

関
す
る
現
状
と
課
題

介
護
人
材
不
足
へ
の
対
応
は

資
格
習
得
助
成
を
行
う　
町
長

答
町
長　

女
性
が
意
思

決
定
の
場
や
、
政
策

決
定
過
程
に
参
加
す
る
機
会

が
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
積
極
的
に
環

境
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
従
来
の
審
議
会
や

委
員
会
な
ど
の
委
員
構
成
の

見
直
し
や
、
あ
り
方
を
含
め

検
討
し
て
い
き
た
い
。

女
性
目
線
の
ま
ち
づ
く
り
は

　
　

生
活
し
や
す
い

環
境
作
り
を
重
視　
町
長女性に活躍の場を

問
女
性
の
活
躍
を
応
援

す
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
当
町
に
お
け
る
若

者
・
女
性
議
会
や
委
員
会
な

ど
の
設
置
の
考
え
は
。

問
当
町
で
は
高
齢
化
率

が
県
内
最
高
の
45
％

に
達
し
、
慢
性
的
な
介
護
人

材
の
不
足
に
直
面
し
て
い
る
。

介
護
事
業
所
の
職
員
確
保
の

状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

求む介護人材

山本周也 議員
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答
町
長　

現
在
13
地
区

に
お
い
て
埋
設
場
所

を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
処

分
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
定
期
的
に
実
施
隊

が
見
回
り
を
行
い
、
消
石
灰

の
散
布
や
埋
め
戻
し
作
業
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

山
あ
い
な
ど
の
埋
設
地
で

は
、
一
定
量
ま
と
ま
っ
て
か

ら
埋
設
を
行
っ
て
お
り
、
法

律
上
好
ま
し
く
な
い
状
況
と

い
え
る
の
で
、
今
後
は
、
全

て
の
埋
設
地
に
お
い
て
、
投

入
ご
と
の
埋
設
を
行
う
な
ど
、

保
護
法
な
ど
の
厳
守
化
を

図
っ
て
い
く
。

残
ざ ん

滓
し

の処理方法は

埋設場所に消石灰の散布　町長

問
有
害
鳥
獣
の
残
滓
処

理
の
方
法
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
、
ま
た
現
状
の

埋
設
方
法
は
鳥
獣
保
護
法
や

廃
棄
物
処
理
法
な
ど
、
法
律

に
ふ
れ
る
お
そ
れ
は
な
い
の

か
。

問
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
結
果
を
受

け
て
ど
の
よ
う
な
学
校
教
育

の
見
直
し
を
行
っ
た
の
か
、

ま
た
具
体
的
な
小
中
学
校
の

学
力
向
上
の
抜
本
的
対
策
は
。

答
教
育
長　

当
町
は
、

学
力
で
全
国
の
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
を
目
指
す
と
い
う
、

町
長
の
政
策
提
言
に
も
あ
る

よ
う
に
、
５
年
前
か
ら
町
の

学
力
向
上
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
、
各
学
校
の
取
組
を
進

め
て
い
る
。
昨
年
度
は
小
中

学
校
と
も
、
今
年
度
は
小
学

校
が
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を

維
持
し
、
中
学
校
は
ほ
ぼ
平

均
だ
っ
た
。

みんな元気に手をあげて

倉田　育 議員

学
力
向
上
の
抜
本
的
対
策
は

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い　
教
育
長

町
全
体
で
は
、
徐
々
に
根

付
い
て
き
た
学
力
向
上
委
員

会
を
も
っ
と
機
能
さ
せ
て
、

学
力
向
上
に
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◦
水
道
料
金
に
つ
い
て

◦
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

対
策
に
つ
い
て

◦
病
院
経
営
に
つ
い
て

埋設場所の消石灰散布
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問
新
設
が
進
め
ら
れ
て

い
る
統
合
保
育
所
の

安
全
対
策
の
検
討
は
。

答
町
長　

集
落
か
ら
離

れ
て
い
る
た
め
、
防

犯
対
策
に
園
舎
内
は
常
時
施

錠
し
、
職
員
室
に
は
モ
ニ

タ
ー
付
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
設

置
す
る
。

ま
た
、
外
部
か
ら
の
進
入

を
防
ぐ
た
め
、
園
庭
に
は
高

さ
２
ｍ
の
フ
ェ
ン
ス
を
巡
ら

せ
て
い
る
。
園
庭
の
フ
ェ
ン

ス
に
は
開
閉
で
き
る
と
こ
ろ

を
３
か
所
設
け
て
お
り
、
３

方
向
に
避
難
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
南
島
西
中
校
舎
な

ど
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

も
、
で
き
る
だ
け
日
中
の
利

用
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
検
討
を
進
め
て
い
る
。

安全対策は

防犯対策も必要　町長

問
『
わ
く
ド
キ
南
伊
勢
』

に
電
力
会
社
が
子
供

の
遊
具
な
ど
を
も
っ
て
来
て

い
た
が
、
町
長
は
ど
の
よ
う

に
思
わ
れ
た
か
。

答
町
長　

商
工
会
か
ら

は
電
力
会
社
の
参
加

は
、
社
会
貢
献
活
動
と
思
っ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

私
と
し
て
も
、
子
供
た
ち

が
喜
ん
で
エ
ア
ー
遊
具
で
ふ

れ
あ
う
姿
を
見
て
い
る
と
、

社
会
貢
献
に
資
す
る
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

町
長
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
か

社
会
貢
献
に
資
す
る
こ
と　
町
長

建設中の統合保育園

楽しく遊ぶ子供たち

手塚征男 議員

そ
の
他
の
質
問

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
故
問
題

◦
水
道
料
金
の
問
題
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一
般
質
問

子育て支援の充実は

寄り添った支援を　町長

問
小
山
町
政
と
し
て
、

子
育
て
支
援
や
、
学

校
教
育
の
充
実
と
環
境
整
備

を
積
極
的
に
施
策
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
現
状
の

分
析
は
。

答
町
長　

早
朝
・
夕
方

保
育
の
実
施
、病
児
・

病
後
保
育
の
受
け
入
れ
な
ど

の
子
育
て
支
援
環
境
を
整
備

し
て
い
る
。

ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
全
員
訪

問
や
乳
幼
児
相
談
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
出
前

保
育
や
訪
問
、
毎
月
１
回
情

報
誌
の
配
布
な
ど
、
子
ど
も

と
母
親
の
気
持
ち
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
生

き
る
力
を
育
む
た
め
、
ま
た
、

子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を

支
え
る
た
め
の
施
策
を
実
施

し
て
い
く
。

みんなで楽しく

問
新
た
な
環
境
関
連
産

業
の
育
成
や
雇
用
の

創
出
と
い
っ
た
経
済
対
策
と

し
て
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る

が
、
導
入
に
む
け
て
準
備
調

査
し
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
事
業
に
つ
い
て
、
当
町
に

お
け
る
効
果
・
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
町
長　

メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、
売
電
事
業

の
ほ
か
に
、
温
室
栽
培
な
ど

へ
の
活
用
を
図
る
ほ
か
、
ア

ミ
ノ
酸
肥
料
の
製
品
開
発
と

販
売
、
氷
温
加
工
に
よ
る
海

産
物
・
み
か
ん
な
ど
の
エ
コ

産
品
の
開
発
や
ブ
ラ
ン
ド

化
、
農
林
水
産
業
の
振
興

に
も
期
待
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

ま
た
、
災
害
時
に
は
発
生

す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
利
用
し

て
、
庁
舎
や
防
災
拠
点
へ
の

運
搬
車
両
や
発
電
機
、
調
理

器
具
等
に
活
用
で
き
る
な
ど

の
仕
組
み
を
構
築
し
、
平
時

か
ら
の
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

策
と
し
て
地
域
の
強
靭
化
に

も
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

掛橋　靖 議員

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
は

地
域
の
強
靭
化
に
も
期
待　
町
長

そ
の
他
の
質
問

◦
地
域
の
防
災
対
策

バイオガス発電・熱供給システムの概要

バイオガス（メタンガス）

ガスエンジン

メタン発酵

メタン菌が有機性廃棄物を分解

電気

熱
学校

生ごみ

食品会社

牛舎 家畜排せつ物
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一
般
質
問

山本芳隆 議員

問
地
域
活
性
化
に
つ
い

て
、
地
域
創
生
法
案

に
対
す
る
当
町
の
考
え
は
。

答
町
長　

法
律
の
目
的

と
し
て
の
考
え
方
は
、

ま
さ
に
当
町
が
絆
プ
ラ
ン
に

よ
り
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
と

方
向
性
が
同
じ
で
あ
り
、
当

町
が
進
め
る
絆
プ
ラ
ン
を
後

押
し
し
て
く
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、

今
後
、「
市
町
村
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を

策
定
し
、
施
策
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

地域創生法案は

当町が進める施策を後押し　町長

自
然
環
境
の
再
生
・
創
生
が
重
要
で
は

漁
業
振
興
に
も
繋
が
っ
て
い
く　
町
長

問
「
海
藻
・
貝
類
・
魚
」

の
住
み
や
す
い
自
然

環
境
の
再
生
・
創
生
が
重
要

で
は
。

答
町
長　

阿
曽
浦
で
は

漁
業
者
自
ら
が
漁
場

を
守
る
た
め
に
ガ
ン
ガ
ゼ
な

ど
の
食
害
生
物
の
駆
除
を
継

続
し
て
行
い
、
さ
ら
に
宿
浦

で
は
こ
れ
に
加
え
、ア
ラ
メ
・

カ
ジ
メ
の
藻
礁
を
設
置
し
て

い
る
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
三
重

大
学
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

ヒ
ジ
キ
藻
場
の
再
生
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

町
と
し
て
も
、
増
養
殖
研

究
所
や
県
、
漁
業
者
と
の
協

働
に
よ
り
五
ヶ
所
・
内
瀬
干

潟
に
お
け
る
ア
サ
リ
採
苗
試

験
を
行
っ
て
お
り
、
ア
サ
リ

生
産
の
事
業
化
と
と
も
に
、

ア
サ
リ
資
源
を
回
復
さ
せ
る

こ
と
に
よ
る
湾
内
の
水
質
浄

化
な
ど
、
環
境
改
善
に
も
繋

げ
て
行
き
た
い
。

こ
の
よ
う
な
取
組
を
継
続

し
て
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
自
然
環
境
の
再
生
・
創

生
を
図
り
、
ひ
い
て
は
漁
業

振
興
に
も
繋
が
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。

みんなで汗をかいて

人口減少に歯止めを
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委
員
会
報
告

更なる議会の活性化を目指して！

～より良いまちづくりのために
調査・研究などの活動をしています～

常任委員会・特別委員会
更なる議会の活性化を目指して！

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
・
子
育
て
・
福
祉
・
医
療
・
生
活
・
環
境
衛
生
・
健
康
保
険
・

介
護
保
険
な
ど
の
調
査
や
審
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
７
か
月
間
で
、

委
員
会
を
10
回
、
決
算
審
査

を
含
め
る
と
12
回
開
催
し
、

町
内
視
察
と
現
地
調
査
を
そ

れ
ぞ
れ
１
回
実
施
、
研
修
に

は
１
度
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
直
接
町
民

の
皆
さ
ま
の
生
活
に
か
か
わ

る
事
案
が
多
く
、
専
門
的
な

項
目
も
か
か
わ
っ
て
く
る
の

で
、
担
当
課
と
連
携
し
な
が

ら
７
か
月
活
動
し
て
き
ま
し

た
。内

容
に
つ
い
て
は
、
継
続

調
査
の
課
題
を
、
各
担
当
課

か
ら
説
明
を
受
け
、
現
状
把

握
と
課
題
解
決
の
方
向
性
を

議
論
し
な
が
ら
情
報
の
共
有

化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

視
察
に
関
し
て
は
、
町
内

16
か
所
の
関
連
施
設
を
回
り
、

現
地
調
査
は
通
学
バ
ス
の
運

行
状
況
を
体
感
し
ま
し
た
。

「
地
域
医
療
再
生
」に
関
す

る
研
修
に
出
席
し
ま
し
た
。

講
師
は
城
西
大
学
の
伊
関

友
伸
教
授
。
内
容
は
、
地
域

医
療
の
現
状
と
問
題
解
決
に

必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
。

具
体
的
に
は
、
医
師
不
足

の
現
状
把
握
と
分
析
か
ら
、

病
院
を
取
り
巻
く
内
的
・
外

的
要
因
の
解
析
。
そ
し
て
、

そ
の
病
院
を
抱
え
る
地
方
行

政
の
問
題
に
関
し
て
の
講
義

を
受
け
ま
し
た
。

す
べ
て
人
任
せ
で
は
な
く
、

行
政
と
住
民
が
協
力
し
地
域

医
療
を
支
え
る
重
要
性
を
認

識
で
き
ま
し
た
。

参
加
日　

平
成
26
年
11
月
10
日

場
　
所　

東
京
都
中
央
区

閉会中の継続調査項目
1. 保育所・小中学校・高校の問題について
2. 介護保険問題について
3. 病院問題について
4. ゴミ問題について
5. 福祉施設について
6. バス運行について
7. 関連施設の防災について
8. 火葬場建設について
9. 請願について

地域医療再生研修会（東京）

町内視察（子育て支援センター）

議会機能強化を目指します

■閉会中の継続調査内容の確認と
　町内の現状把握に努めました。

◦定期的な委員会の開催
◦町内視察の実施	
◦現地調査の実践
◦研修などの勉強会への参加

活動目標

委 員 長	 掛橋　　靖
副委員長	 倉田　　育
委　　員	 岡田　和夫
	 中山　　盛
	 上村　久仁
	 岡本　　眞
	 田中喜一郎

◎平成26年5月に新体制になりました
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委
員
会
報
告 総

務
建
設
常
任
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

町
の
財
政
・
町
税
・
産
業
・
建
設
・
防
災
・
上
下
水
道
・
ま
ち
づ
く

り
な
ど
に
つ
い
て
調
査
や
審
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
７
か
月
の
間
に

３
回
の
勉
強
会
と
８
回
の
委

員
会
、
そ
し
て
基
本
条
例
策

定
の
た
め
に
作
業
部
会
５
回

を
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
回
の
勉
強
会
は
「
南

伊
勢
町
を
元
気
に
す
る
た
め

に
、
今
、
何
を
す
れ
ば
い
い

の
か
。」と
題
し
て
三
重
中
京

大
学
名
誉
教
授
の
村
林
守
先

生
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、

役
場
職
員
も
含
め
、
50
名
余

り
が
参
加
し
ま
し
た
。

閉会中の継続調査
１、行財政改革について
２、広域消防について
３、防災について
４、産業振興について
５、上下水道問題について
６、人口減少対策
７、請願について

町内視察（伊勢路砂防ダム）

２
回
目
は
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
に
つ
い
て
、
担
当
の
行

政
経
営
課
・
税
務
課
職
員
を

講
師
に
、
勉
強
会
を
行
い
ま

し
た
。

３
回
目
は
「
議
会
基
本
条

例
の
作
成
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
三
重
県
市
町
総
合
事
務

組
合
政
策
課　

主
査　

杉
谷

知
也
氏
に
条
例
作
成
に
つ
い

て
の
留
意
点
を
き
め
細
か
く

学
び
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
議
会
活
動
の

中
で
は
、
各
議
員
に
よ
る
議

員
間
討
論
が
決
し
て
多
く
は

な
か
っ
た
た
め
、
８
回
の
委

員
会
で
は
、
各
議
員
の
意
見

が
充
分
に
理
解
し
合
え
る
よ

う
に
深
い
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

委
員
会
で
自
分
の
意
見
を

述
べ
る
こ
と
に
よ
り
自
己
の

資
質
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
、
今
後
も
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

議会が進化することが目的
議会のあるべき姿の追及　
議員一人ひとりの資質向上

◎議会基本条例の制定を目指す

◎個々の資質向上のため勉強会の実施

■議員間で討論を繰り返し、２つの方向性を見い出しました

今後の方向性
どのような活動をするべきか

第1回勉強会

町民の為の委員会

私
た
ち
は
７
か
月
間
で
、

懇
談
会
３
回
、委
員
会
４
回
、

決
算
審
査
３
日
間
を
開
催

し
、
町
内
視
察
を
１
回
実
施

し
ま
し
た
。

社
会
経
済
の
進
展
に
対
応

し
て
、
行
政
が
多
様
化
・
専

門
化
し
て
く
る
と
、
本
会
議

の
み
で
は
多
数
の
議
案
を
能

率
的
に
処
理
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
り
、
議
員
に
お
い
て

も
す
べ
て
に
通
じ
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
委
員
会
は
そ
の
部
門

に
属
す
る
町
の
事
務
に
関
す

る
調
査
、
議
案
な
ど
を
審
査

す
る
責
務
を
担
っ
て
お
り
、

勉
強
会
・
視
察
・
研
修
な
ど

を
行
い
、
議
員
の
資
質
の
向

上
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

広
島
の
土
砂
災
害
を
踏
ま

え
、
11
月
21
日
に
は
、
大
江

急
傾
斜
現
場
、
伊
勢
路
砂
防

ダ
ム
の
視
察
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
土
砂
災
害
の
危

険
な
場
所
と
し
て
、
宿
浦
急

傾
斜
未
整
備
現
場
、
宿
浦
砂

防
ダ
ム
の
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
当
町
に
は
ま
だ
ま
だ
多

く
の
災
害
危
険
箇
所
が
あ
り
、

早
急
に
対
応
し
な
け
れ
ば
と

認
識
し
ま
し
た
。

当
委
員
会
は
町
民
の
為
の

委
員
会
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
行
政
の
調
査
・
審
査
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

委 員 長	 山本　芳隆
副委員長	 河村　健志
委　　員	 山本　周也
	 手塚　征男
	 松葉　和久
	 沢村　圭也
	 東　伊久雄

委 員 長	 岡本　　真
副委員長	 沢村　圭也
委　　員	 全　　　員

◦委員会の開催
◦町内視察＆調査
◦研修＆勉強会

活動
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■議員さんもっと頑張って．．．
最近、議会が変わったとか、議会
改革の委員会を立ち上げたとか耳に
するけど、何か変わったんか？
テレビ見ててもしゃべる人はいつ
も一緒やし、質問聞いてても何が言
いたいのかよう分らん。長ければ良
いもんでもないし、話があっちゃ
こっちゃしてふざけているようにも
みえる。もっとちゃんとまじめに
やってほしい！

（60代男性）

■ホンマに町変えてさ
僕さ、今は名古屋に住んでるけど、
こうやって休みになると地元に帰っ
てきてる。
この町が好きだから、お中元もお
歳暮も地元の魚やミカンを買いにく
るんやんな。
だから、ホンマ町変えてさ！将来
は戻ってきたいからさ。でも今のま
まじゃ無理やわ、仕事ないもん。
それだけどうにかしたってよ。

(30代男性)

■住みやすい所だと思う
自分の生まれた所は冬になると
雪が何ｍも積もる長野の山奥で数
年前から限界集落って言われてる。
それから見たら、同じ過疎化の
地域でも南伊勢町は山も海もあっ
て、高速道路も近く伊勢のすぐ隣
で良い所。
町おこしの行事も上手くしても
らって、町外の若い人を呼んでき
て住んでもらいたいですね。
最初は地元の人に受け入れても
らえないかも知れないけど、何か
しないと人は来ない。

(20代男性)

あなたも
つぶやきませんか？

どんなことでも大丈夫です
（^^）/
みんなでつぶやきましょう。
思ったこと、感じてることを
200字程度でつぶやいて下さい。
※ハガキか で送って下さいね。

〒516-0194
南伊勢町五ヶ所浦3057

議会事務局　宛
　0599－66－2164

つぶやきつぶやき
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■協力したらなな
今考えると、いい時代を生きてき
たんやと思う。今と比べると、何もな
かったけど、村に活気があった。自分
もそうやけど、兄弟５、６人というの
が当たり前で、こんなに子どもがお
らんようになるとは思わんかった。
これまで海の仕事しかしたことない
けど今より魚もようけとれて、動い
たら動いただけ金になった。おかげ
で子どもも3人もうけた。誰も地元
に残れせんかったけど。今の若い人
は生活していくのに大変やと思う。
それやで自分に出来ることは、協力
したらなな。

（70代男性）

■平凡の非凡
この年齢になって思うことは、
平凡であることの幸せです。
昔からよく言われている、「平
凡の非凡」。若い頃は言葉の深い
意味を理解できなかったが、最近
昔の人が言った言葉の意味が少し
ずつ理解出来るようになった。そ
して若い頃あんなに嫌いだった田
舎を愛し始めている自分がいる。
両親と暮らしそして見送り、子供
家族が戻り、今ある自分が幸せな
のは家族や地域のお陰なんです。

（60代女性）

■もっと見える施策を
国は、昨年から人口減少に対応してい
くため、地方創生に力を入れてきていま
す。私たちの町にとっても少子高齢化、
人口減少は最大の課題であり、町当局も
その対策についてはあらゆる面で力を入
れておられるとは思います。
とりわけ若者の定住対策を喫緊の課題
として、昨年には若者定住対策担当の職
員を配置するなど、積極的にその取組を
強化しているとのことですが、これま
で、また今、具体的にはどのようなこと
に取り組んでおられるのでしょうか？そ
の施策の展開が見えません！人口減少が
急激に進んできているわが町の現状を踏
まえ、もっともっと見える具体的施策を
早急に講じるべきと思います。

（60代男性）

みんなのみんなの
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議会を傍聴しませんか
３月定例会が開催されます。
開催は３月３日～３月24日の予定です。
ぜひ傍聴してください。
（当日、総務課で受付をしてください）

町内のがんばっている人を紹介します！

南伊勢町の平和を望む会　勢 和 会

設　立　　平成１２年
団員数　　40名

　勢和会は平成12年に発足し、「本会会員
の親睦を図り、平和で、明るく、楽しい地
域社会づくりの一端を担うべく、他の何も
のにもとらわれない自主的な行動を行う。」
を規約目的とし活動しています。最初の活
動として伊勢路にある通称“カッパ橋”のイ

ルミネーションとカッパの銅像にサンタの衣装を着せたり正月には袴への着せ替えを行いまし
た。これが好評で、国道沿いということもあり県外の人たちが車を停め写真を撮っている姿をよ
く見かけます。また夏には手筒花火と打ち上げ花
火を行っています。当然、手筒花火は痛みや火傷
を伴いますが、終わった後の皆さんの歓声と笑顔
で癒されています。この思いを次世代に残したい
と、勢和会のバトンタッチをどうするか考えてい
たところ、今年18才を中心に、２代目勢和会が発
足してくれました。これからも私たちの活動を通
じて皆さんの笑顔が少しでも増えていただければ
幸いです。

議会だよりでは町のがんばり屋さんを募集しています。自薦他薦は問いません。
※下記の議会事務局まで
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